
■編集発行・大阪府立東淀川高等学校同窓会 江風会  ■発行日・2024年 5月20日
■事務局・〒532-0003 大阪市淀川区宮原4-4-5 （大阪府立東淀川高等学校内） 

大阪府立東淀川高等学校同窓会江風会会報Vol.70-01

総会のご案内 令和6年6月23日（日）
場所： 東淀川高校 会議室　時間： １０:３０～　

ご注意

・令和6年度は総会のみの開催となります（懇親会は開催されません）。
・会場は山下食堂ではありません。
・直近の社会情勢により予定が変更されることがあります。
 開催の可否は前日までに江風会ホームページに掲載します。必ず確認の上お越しください。
・学校内は禁酒・禁煙です。アルコール類の持ち込みはご遠慮ください。
 喫煙は、あらかじめ灰皿を携帯の上、学校の敷地の外にてお願いいたします。

■編集発行・大阪府立東淀川高等学校同窓会 江風会  ■発行日・2016年 5月20日
■事務局・〒532-0003 大阪市淀川区宮原4-4-5 （大阪府立東淀川高等学校内）

大阪府立東淀川高等学校同窓会江風会会報Vol.60-03

総会・懇親会のご案内
平成２８年６月１９日（日）

場所：母校 山下食堂
総会 10:30～　懇親会 12:00～
懇親会参加費 2,000円（ただし今年度卒業生は無料）

出欠にかかわらず、同封の専用ＦＡＸ用紙に御記入の上、ご返送ください。または江風会ＨＰ上で返信していただいても結構です。
尚、準備の都合上６月１２日までにご返信のほど、よろしくお願いします。

今年も楽しいイベントを企画しとるんやで！
各業界で活躍中の同窓生有志のご協力により「かなり豪華な」景品がお出しできる見込みです。

たくさんのご参加をお待ちしております。どうぞお楽しみに！

■編集発行・大阪府立東淀川高等学校同窓会 江風会  ■発行日・2020年 5月20日
■事務局・〒532-0003 大阪市淀川区宮原4-4-5 （大阪府立東淀川高等学校内）

大阪府立東淀川高等学校同窓会江風会会報Vol.60-07

母校外壁のブロック塀が撤去され、フェンスに張り替えられました。

会報誌スタンプラリー 今年も開催します！

総会・懇親会延期のご案内
2020年度（第63回）の総会・懇親会を延期し、
2021年６月開催予定の第64回総会・懇親会と同日の開催とします。
詳細につきましては、同封いたしました「延期のお知らせ」をご覧ください。

詳細は同封のスタンプラリー台紙と、本誌11ページの開催概要をご覧ください。
P2…ご挨拶　P4…報告 令和元年度 総会・懇親会　P6…開催報告 同窓会・クラブＯＢ ＯＧ会
P8…特集 くろーばぁ1期生が卒業しました！　P10…イベント報告 川高祭　P11…スタンプラリー開催概要

■編集発行・大阪府立東淀川高等学校同窓会 江風会  ■発行日・2017年 5月20日
■事務局・〒532-0003 大阪市淀川区宮原4-4-5 （大阪府立東淀川高等学校内）

大阪府立東淀川高等学校同窓会江風会会報Vol.60-04

総会・懇親会のご案内 平成２９年６月１８日（日）

場所 母校 山下食堂
時間 総会 １０:３０～　懇親会 １３:００～
懇親会参加費 2,000円
 （ただし今年度卒業生は無料）

出欠にかかわらず、同封の専用ＦＡＸ用紙に御記入の上、ご返送ください。または江風会ＨＰ上で返信していただいても結構です。

３期生 水上英雄さん（株式会社太鼓亭）
１１期生 野村雅男さん（岩谷産業株式会社）
１１期生 森本 誠さん（エースコック株式会社）
より、豪華景品を提供いただきました !お楽しみに！

学校内は禁酒・禁煙です！
ご注意 ※懇親会では飲料をご用意しております。アルコール類の持ち込みはご遠慮ください。

※喫煙は、あらかじめ灰皿を携帯の上、学校の敷地の外にてお願いいたします。

ありがとうございます！

■編集発行・大阪府立東淀川高等学校同窓会 江風会  ■発行日・2018年 5月20日
■事務局・〒532-0003 大阪市淀川区宮原4-4-5 （大阪府立東淀川高等学校内）

大阪府立東淀川高等学校同窓会江風会会報Vol.60-05

総会・懇親会のご案内 平成３０年６月１０日（日）

場所 母校 山下食堂
時間 総会 １０:３０～　懇親会 １２:００～
懇親会参加費 2,000円
 （ただし２９年度卒業生は無料）

出欠にかかわらず、同封の専用ＦＡＸ用紙に御記入の上、ご返送ください。または江風会ＨＰ上で返信していただいても結構です。

３期生 水上英雄さん（株式会社太鼓亭）
１１期生 野村雅男さん（岩谷産業株式会社）
１１期生 森本 誠さん（エースコック株式会社）
より、豪華景品を提供いただきました !お楽しみに！

学校内は禁酒・禁煙です！
ご注意 ※懇親会では飲料をご用意しております。アルコール類の持ち込みはご遠慮ください。

※喫煙は、あらかじめ灰皿を携帯の上、学校の敷地の外にてお願いいたします。

■編集発行・大阪府立東淀川高等学校同窓会 江風会  ■発行日・2019年 5月20日
■事務局・〒532-0003 大阪市淀川区宮原4-4-5 （大阪府立東淀川高等学校内）

大阪府立東淀川高等学校同窓会江風会会報Vol.60-06

総会・懇親会のご案内 令和元年６月23日（日）

出欠にかかわらず、同封の専用ＦＡＸ用紙に御記入の上、ご返送ください。または江風会ＨＰ上で返信していただいても結構です。

３期生 水上英雄さん（株式会社太鼓亭）
１１期生 野村雅男さん（岩谷産業株式会社）
１１期生 森本 誠さん（エースコック株式会社）
より、豪華景品を提供いただきました !お楽しみに！

学校内は禁酒・禁煙です！
ご注意 ※懇親会では飲料をご用意しております。アルコール類の持ち込みはご遠慮ください。

※喫煙は、あらかじめ灰皿を携帯の上、学校の敷地の外にてお願いいたします。

※上の書は「車椅子の書家」伊藤進さん（27期）の作品です。

SPECIAL THANKS母校 山下食堂
総会　　１０:３０～
懇親会　１２:００～
2,000円

場 所
時 間

懇親会参加費
平成30年度卒業生は無料

■編集発行・大阪府立東淀川高等学校同窓会 江風会  ■発行日・2021年 5月20日
■事務局・〒532-0003 大阪市淀川区宮原4-4-5 （大阪府立東淀川高等学校内）

大阪府立東淀川高等学校同窓会江風会会報Vol.60-08

２年生だけで開催された「第１回65期体育祭」の様子です。ガンバレ現役生！

P2…ご挨拶　P4…コロナ禍における母校東淀川高校　P6…クラブOB会連絡先
P8…卒業生インタビュー　P12…グルメマップ（卒業生のお店）　P16…江風会からのお知らせ

総会のご案内 令和3年6月27日（日）

場所： 東淀川高校 会議室　時間： １０:３０～

ご注意

・令和3年度は総会のみの開催となります（懇親会は開催されません）。
・会場は山下食堂ではありません。
・直近の社会情勢により予定が変更されることがあります。
 開催の可否は前日までに江風会ホームページに掲載します。必ず確認の上お越しください。
・学校内は禁酒・禁煙です。
 アルコール類の持ち込みはご遠慮ください。
 喫煙は、あらかじめ灰皿を携帯の上、学校の敷地の外にてお願いいたします。

QR
「江風会ホームページ」

■編集発行・大阪府立東淀川高等学校同窓会 江風会  ■発行日・2022年 5月20日
■事務局・〒532-0003 大阪市淀川区宮原4-4-5 （大阪府立東淀川高等学校内）

大阪府立東淀川高等学校同窓会江風会会報Vol.60-09

P2…ご挨拶　P3…総会報告　P4…川高に文化祭が戻ってきたよ！　P6…クラブ実績
P8…プロレス会場に出没する怪人の謎を追え！　P12…グルメマップ（卒業生のお店）　P16…江風会からのお知らせ

総会のご案内 令和4年6月26日（日）
場所： 東淀川高校 会議室　時間： １０:３０～

ご注意

・令和4年度は総会のみの開催となります（懇親会は開催されません）。
・会場は山下食堂ではありません。
・直近の社会情勢により予定が変更されることがあります。
 開催の可否は前日までに江風会ホームページに掲載します。必ず確認の上お越しください。
・学校内は禁酒・禁煙です。
 アルコール類の持ち込みはご遠慮ください。
 喫煙は、あらかじめ灰皿を携帯の上、学校の敷地の外にてお願いいたします。

QR
「江風会ホームページ」

■編集発行・大阪府立東淀川高等学校同窓会 江風会  ■発行日・2023年 5月20日
■事務局・〒532-0003 大阪市淀川区宮原4-4-5 （大阪府立東淀川高等学校内）

大阪府立東淀川高等学校同窓会江風会会報Vol.60-10

P2…ご挨拶　P4…総会報告　P6…クラブ実績・同窓会報告　P8…卒業生ロングインタビュー　
P10…ウェブサイトリニューアルのお知らせ　P12…グルメマップ（卒業生のお店）　P14…同窓生の広告ページ

総会のご案内 令和5年6月25日（日）
場所： 東淀川高校 会議室　時間： １０:３０～

ご注意

・令和5年度は総会のみの開催となります（懇親会は開催されません）。
・会場は山下食堂ではありません。
・直近の社会情勢により予定が変更されることがあります。
 開催の可否は前日までに江風会ホームページに掲載します。必ず確認の上お越しください。
・学校内は禁酒・禁煙です。
 アルコール類の持ち込みはご遠慮ください。
 喫煙は、あらかじめ灰皿を携帯の上、学校の敷地の外にてお願いいたします。

QR
「江風会ホームページ」

平成２９年６月１８日（日）

１３:００～

今年度卒業生は無料）

御記入の上、ご返送ください。または江風会ＨＰ上で返信していただいても結構です。

３期生 水上英雄さん（株式会社太鼓亭）
１１期生 野村雅男さん（岩谷産業株式会社）
１１期生 森本 誠さん（エースコック株式会社）
より、豪華景品を提供いただきました !お楽しみに！

！
おります。アます。アます ルコール類の持ち込みはご遠慮ください。
帯の上、学校の敷地の外にてお願いいたします。

ありがとうございます！

総会・懇親会のご案内 平成３０

場所 母校 山下食堂
時間 総会 １０:３０～　懇親会 １２:００～
懇親会参加費 2,000円
 （ただし２９年度卒業生は無料）

出欠にかかわらず、同封の専用ＦＡＸ用紙に御記入の上、ご返送ください。または江風会ＨＰ上で返信し

３期生 
１１期生 野村雅男
１１期生 森本 誠
より、豪華景品

学校内は禁酒・禁煙です！
ご注意 ※懇親会では飲料をご用意しております。アます。アます ルコール類の持ち込みはご遠慮ください。

※喫煙は、あらかじめ灰皿を携帯の上、学校の敷地の外にてお願いいたします。

■編集発行・大阪府立東淀川高等学校同窓会 江風会  ■発行日・2021年 5月20日
■事務局・〒532-0003 大阪市淀川区宮原4-4-5 （大阪府立東淀川高等学校内）

大阪府立東淀川高等学校同窓会江風会会報Vol.60-08

ガンバレ現役生！

■編集発行・大阪府立東淀川高等学校同窓会 江風会 
■事務局・〒532-0003 大阪市淀川区宮原4-4-5 

大阪府立東淀川高等学校同窓会江風会会報

総会・懇親会のご案内

～　懇親会 

今年度卒業生

用紙に御記入の上、

は禁酒・禁煙です
用意して
灰皿を携

３０年６

ていただいて

水上英雄
野村雅男さん
森本 誠さん
を提供いただ

の様子です。

高等学校同窓会 江風会  ■発
（大阪府立東淀

大阪府立東淀川高等学校同窓会江風会会報70th

お知らせ
去る令和5年９月11日、江風会会長の植垣正嗣氏（27期）が逝去されました。植垣氏がこれまで江風会に多大な貢献をしてこられた
ことはご存知の通りで、ここに掲載した表紙写真の多くも氏の撮影によるものです。あらためてここに深く哀悼の意を表します。
なお、現行の会長業務は現副会長の北條氏の代行にてつつがなく執行されており、本年度（令和6年度）総会での役員選出・就任を
もって次期会長に引き継がれる予定です。

anniversary
東淀川高校は、2024年12月2日に

創立70周年を迎えます

QR
「江風会ホームページ」
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組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
し
か
し
、
至
ら
ぬ
こ
と
が
あ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
の
時
に
は
遠
慮
な

く
、
叱
咤
激
励
を
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
簡
単
で
は
あ
り
ま
す
が
、
赴
任

の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

は
学
年
ご
と
の
実
施
に
な

り
、
春
の
遠
足
、
９
月
の

文
化
祭
は
10
月
に
延
期
さ

れ
ま
し
た
。
二
年
次
、
６

月
の
体
育
祭
、
９
月
の
文

化
祭
、
10
月
の
三
泊
四
日

の
九
州
方
面
へ
の
修
学
旅

行
は
、
い
ず
れ
も
マ
ス
ク

着
用
等
の
感
染
症
対
策
を

取
り
な
が
ら
の
実
施
と
な

り
ま
し
た
。
三
年
次
、
５
月
、
感
染
症
が
五

類
の
扱
い
と
な
り
ま
し
た
。
６
月
、体
育
祭
は

「
輝
虹
川
高（
か
が
や
こ
う
か
わ
こ
う
）」
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
の
と
お
り
、
三
年
生
が
応
援
団

を
中
心
に
し
て
下
級
生
を
ま
と
め
る
と
と
も

に
、
応
援
団
員
同
士
が
互
い
を
思
い
や
る
行

動
が
印
象
的
で
し
た
。
９
月
、「
青
春
爆
発

　
Ｂｏｍ
ｂ
化
祭　
ス
タ
ー
ラ
イ
ト　
き
ゃ
わ

高
」
の
テ
ー
マ
で
文
化
祭
を
開
催
し
ま
し
た
。

多
く
の
三
年
生
に
と
っ
て
進
路
実
現
の
時
期

と
重
な
る
中
、
文
化
祭
と
進
路
実
現
を
両
立

し
て
頑
張
る
生
徒
が
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。

　
卒
業
生
の
答
辞
で
は
、
工
夫
を
し
て
学
校

生
活
を
送
り
、
成
長
し
た
こ
と
、
生
徒
会
活

動
や
部
活
動
等
に
一
生
懸
命
に
取
り
組
ん
だ

こ
と
、
日
本
語
指
導
が
必
要
な
生
徒
選
抜
で

入
学
し
た
生
徒（
＝
く
ろ
ー
ば
ぁ
生
）
が
東
淀

川
高
校
で
学
ぶ
中
で
、
学
年
の
生
徒
全
員
で

協
力
し
た
こ
と
な
ど
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
第
二
に
、
令
和
五
年
度
の
教
育
活
動
に
つ

い
て
で
す
。
５
月
、
感
染
症
が
五
類
の
扱
い

に
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
教
育
活
動
を
で
き

る
限
り
以
前
の
状
態
に
戻
す
と
と
も
に
、
社

会
の
変
化
へ
の
対
応
や
何
よ
り
も
生
徒
の
た

め
に
教
育
活
動
の
充
実
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

そ
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

学
習
活
動
に
お
い
て
は
、
生
徒
が
一
人
一

台
端
末
を
活
用
す
る
な
ど
、
授
業
の
在
り
方

が
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。
幼
児
教
育
コ
ー

ス
で
は
、
三
年
生
が「
子
ど
も
の
た
め
の
音
楽

表
現
」
の
科
目
で
発
表
会
に
取
り
組
ん
だ
り
、

二
年
生
は
外
部
講
師
を
招
へ
い
し
た「
ラ
イ
フ

デ
ザ
イ
ン
の
描
き
方
セ
ミ
ナ
ー
」
を
受
講
し
、

自
ら
の
将
来
に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。

　
10
月
、
二
年
生
は
九
州
方
面
へ
三
泊
四
日

の
修
学
旅
行
に
行
き
ま
し
た
。
ま
ず
は
、
新

大
阪
駅
か
ら
新
幹
線
で
鹿
児
島
中
央
駅
ま
で

行
き
、
鹿
児
島
で
一
泊
、
熊
本
で
二
泊
し
ま

し
た
。
こ
の
間
、
好
天
に
恵
ま
れ
、
豊
か
な

九
州
の
自
然
を
満
喫
し
ま
し
た
。
最
終
日
、

一
時
的
な
雨
天
も
活
動
に
影
響
は
な
く
、
博

多
で
の
自
主
研
修
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
夏
休
み
、
第
１
０
５
回
全
国
高
校
野
球
選

手
権
記
念
大
阪
大
会
に
お
い
て
、
硬
式
野
球

部
は
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
存
分
に
発
揮
し
、

ベ
ス
ト
32
に
進
出
し
ま
し
た（
39
年
ぶ
り
の
快

挙
で
し
た
）。
ま
た
、
大
阪
府
吹
奏
楽
連
盟

が
主
催
す
る
２
０
２
３
年
度
大
阪
府
吹
奏
楽

コ
ン
ク
ー
ル
北
地
区
大
会
に
お
い
て
、
吹
奏
楽

部
は
銀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
１
月
、
ダ
ン
ス
部
は
Ｄ
Ａ
Ｎ
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ｒ
Ｉ
Ｌ

Ｌ　
Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｃ
Ｕ
Ｐ　
２
０
２
４（
第

15
回
全
国
高
等
学
校
ダ
ン
ス
ド
リ
ル
冬
季
大

会
）
に
出
場
し
、
部
門
２
位
の
成
績
を
獲
得

し
ま
し
た（
江
風
会
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら
ご
支
援
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
）。

　
く
ろ
ー
ば
ぁ
生
は
、
大
阪
府
立
学
校
在
日

外
国
人
教
育
研
究
会
が
主
催
す
る
母
語
・
継

承
語
に
よ
る
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト（
Ｗａ
ｉ
Ｗ

ａ
ｉ
！
ト
ー
ク
）
に
参
加
し
、
多
く
の
生
徒

が
審
査
員
特
別
賞
を
受
賞
す
る
等
、
優
秀
な

成
績
を
収
め
ま
し
た
。
こ
こ
に
挙
げ
た
以
外

に
も
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
本
校
の
生
徒
が
活

躍
し
ま
し
た
。

　
本
校
は
今
年
度
、
創
立
70
周
年
を
迎
え
ま

す
。
こ
の
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、

大
阪
府
教
育
庁
と
関
係
諸
機
関
の
皆
さ
ま
、

在
校
生
と
卒
業
生
の
皆
さ
ん
、
同
窓
会（
江

風
会
）
の
皆
さ
ま
、
歴
代
の
保
護
者
の
皆
さ

ま
、
地
域
の
皆
さ
ま
、
教
職
員
の
皆
さ
ま
な

ど
、
関
わ
っ
て
い
だ
た
い
た
全
て
の
皆
さ
ま
の

ご
尽
力
が
あ
っ
て
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

江
風
会
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

引
き
続
き
本
校
の
教
育
活
動
に
よ
り
一
層
の

ご
理
解
、
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

森瀬 康之 校長先生

令和６年度 人事異動

ご挨拶

ご挨拶

転出のご挨拶

ご 転 出 （ 転 出 先 等 ）

校長 森 瀬 　 康 之 東 淀 川
教頭 福 島 　 洋 平 桃 谷

国語
小 川 　 陽 子 大 冠
川 村 　 一 幸 東 淀 川
下 岡 　 絵 里 異 動

地歴公民
池 田 　 正 人 退 職
打 田 　 浩 司 東 淀 川
坂 上 　 僚 退 職

数学
磯 本 　 靖 二 退 職
大 西 　 英 之 東 淀 川
小 林 　 一 郎 退 職

保健体育
森 下 　 有 梨 府 教 育 庁
渡 辺 　 早 苗 東 淀 川

英語
尾 﨑 　 善 昭 東 淀 川
中 司 　 直 子 退 職
聶 　 智 　 穎 東 淀 川

養護 米 津 　 真 美 池 田

事務室
古 川 　 義 文 退 職
川 端　 き よ み 退 職

ＮＣＴ 岡 田 　 雲 長 布 施 北

ご 転 入 （ 前 所 属 等 ）

校長 森 瀬 　 康 之 東 淀 川
教頭 坪 内 　 誠 道 北 摂 つ ば さ

国語

大 玉 　 真 生 西 成
川 村 　 一 幸 東 淀 川
小 林 　 郁 恵 福 井
米 中 　 七 海 初 任

地歴公民
池 田 　 一 伸 摂 津
打 田 　 浩 司 東 淀 川
三 原 　 悠 柴 島

数学

荒 本 　 祐 太 桜 塚
大 西 　 英 之 東 淀 川
菊 池 　 駿 豊 中
久 末 　 麻 衣 東 淀 川
平 野 　 雄 大 東 淀 川

理科 上 田 　 望 淀 川 清 流

保健体育
大 野 　 結 希 茨 田
渡 辺 　 早 苗 東 淀 川

英語

岡 田 　 雄 介 初 任
尾 﨑 　 善 昭 東 淀 川
聶 　 智 穎 東 淀 川
西 本　 夫 沙 子 池 田

養護 西 塚 　 香 月 淀 川 清 流
事務室 引 波  英 男 箕 面 支 援
ＮＣＴ 徐 冀 梅 初 任

福島 洋平 教頭先生

着任のご挨拶

坪内 誠道 教頭先生 ▲ 文化祭の様子
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Anniversary70th

令
和
5
年
度
ク
ラ
ブ
実
績(

抜
粋)

弓
道
部

弓
道
部
は
２
０
２
３
年
度
、
３
年
生
６
名
、
２
年
生
６
名
、

１
年
生
12
名
で
活
動
し
て
き
ま
し
た
。
日
々
自
分
と
の
戦
い

の
中
で
、
自
分
に
あ
う
「
射
」
を
求
め
て
練
習
し
て
き
て
い

ま
す
。
大
き
な
大
会
と
し
て
は
5
月
の
春
季
大
会
、
８
月

の
大
阪
総
体
、
10
月
の
新
人
戦
が
あ
り
、
そ
の
他
公
立
高

校
大
会
な
ど
の
試
合
を
ひ
と
つ
の
目
標
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
な
か
な
か
予
選
ブ
ロ
ッ
ク
を
通
過
す
る
こ
と
が
難
し
い

で
す
が
、
試
合
の
場
で
普
段
通
り
の
こ
と
を
平
常
心
の
ま
ま

に
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
ま
た
年
数
回
昇
級
・
昇

段
の
審
査
が
あ
り
、そ
れ
に
向
け
て
型
の
練
習
も
あ
り
ま
す
。

毎
年
夏
休
み
中
に
は
、
的
の
土
台
と
な
る
安
土
が
よ
い
状

態
に
保
て
る
よ
う
に
お
が
屑
を
ま
ぜ
る
作
業
を
部
員
総
出

で
行
っ
て
い
ま
す
。
技
術
の
向
上
も
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
道

具
や
場
に
も
心
を
く
ば
り
、
気
持
ち
よ
く
弓
が
引
け
る
よ

う
み
ん
な
で
励
ん
で
い
ま
す
。

剣
道
部

所
属　
１
年
２
名　
２
年
２
名　
３
年
４
名

現
在
、
８
名
で
活
動
を
継
続
し
て
い
ま
す
。
あ
っ
と
い
う
間

の
高
校
生
活
の
3
年
間
。
剣
道
を
通
し
て
、
人
生
の
経
験

値
を
高
め
る
こ
と
を
大
切
に
活
動
を
し
て
い
ま
す
。部
員
は
、

大
会
・
錬
成
大
会
へ
の
出
場
だ
け
で
は
な
く
大
阪
府
で
行
わ

れ
る
昇
段
審
査
会
・
全
日
本
大
会
等
の
運
営
役
員
と
し
て

活
躍
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
部
員
の
中
に
は
、
多
文
化
生
徒

も
お
り
、
日
本
の
文
化
・
他
の
国
の
文
化
を
お
互
い
に
理
解

し
あ
う
部
員
の
姿
が
あ
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
前
に
現
役
と
Ｏ
Ｂ
の
先
輩
方
と
の
合
同
稽
古

会
を
実
施
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
今
後
、
そ
の
よ
う
な
機

会
も
設
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

サ
ッ
カ
ー
部

２
０
２
１
年
度
か
ら
の
コ
ロ
ナ
に
よ
る
部
員
不
足
を
克
服

し
、
２
０
２
３
年
度
は
、
Ｕ
18
リ
ー
グ
、
春
・
秋
の
全
国

大
会
予
選
で
鍛
え
た
東
の
サ
ッ
カ
ー
を
、
年
末
・
年
始
に
あ

る
第
2
回
大
阪
府
公
立
高
大
会
で
「
同
サ
イ
ド
プ
レ
ス
」
と

い
う
戦
術
を
軸
に
強
豪
校
を
抑
え
、
見
事
予
選
リ
ー
グ
を

突
破
し
、
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
進
出
し
ま
し
た
。
こ
の
決

勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
進
出
は
我
々
東
サ
ッ
カ
ー
部
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
で
あ
る
。"O

neM
ind"

そ
の
も
の
が
結
実
し
た
証
で
あ

り
ま
す
。
２
０
２
４
年
度
は
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
予
選
、
選
手

権
予
選
で
3
回
戦
に
進
出
し
、
Ｊ
Ｇ
堺
で
多
く
の
人
た
ち

の
応
援
を
受
け
、
東
サ
ッ
カ
ー
の
神
髄
を
お
み
せ
し
、
闘
い

抜
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

山
岳
部

大
所
帯
の
２
年
生
を
中
心
に
、
や
る
気
に
あ
ふ
れ
た
１
年

生
が
加
わ
っ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
２
０
２
３
年
度
は
天
王

山
、
生
駒
山
、
妙
見
山
に
登
り
ま
し
た
。
天
王
山
で
は
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
か
ら
山
崎
の
戦
い
に
つ
い
て
の
お
話
を
聴

き
ま
し
た
。
ま
た
、
生
駒
山
で
は
公
園
の
ス
ペ
ー
ス
を
借
り

て
、
野
外
活
動
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
初
め
て
火
起
こ
し
を

す
る
と
い
う
部
員
が
ほ
と
ん
ど
で
、
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し

て
炭
に
火
が
つ
く
ま
で
時
間
が
か
か
り
ま
し
た
が
、
い
い
思

い
出
と
経
験
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

最
近
は
低
山
の
ハ
イ
ク
が
多
い
で
す
が
、部
員
（
顧
問
も
？
）

の
気
力
と
体
力
が
許
せ
ば
、
も
う
少
し
高
い
山
に
も
挑
戦

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

水
泳
部

令
和
５（
２
０
２
３
）年
度
は
、３
年
生
１
名
、２
年
生
４
名
、

１
年
生
３
名
の
８
名
で
活
動
し
て
い
ま
し
た
。
人
数
が
少
な

い
の
で
、
個
々
の
泳
力
に
合
わ
せ
た
練
習
が
で
き
ま
す
。
大

阪
高
校
対
校
選
手
権
水
泳
競
技
大
会
、
北
摂
地
区
高
等
学

校
水
泳
競
技
記
録
会
、
大
阪
高
等
学
校
新
人
水
泳
競
技
大

会
の
３
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。
初
め
て
男
女
混
合
の
リ

レ
ー
種
目
が
実
施
さ
れ
、
本
校
も
出
場
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

ま
た
、
近
年
は
恒
例
と
な
っ
て
い
る
Ｏ
Ｂ
会
も
盛
大
に
実
施

す
る
こ
と
が
で
き
、
諸
先
輩
方
か
ら
の
熱
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

現
役
部
員
た
ち
が
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ダ
ン
ス
部

ダ
ン
ス
部
は
令
和
5
年
度
3
年
生
9
名
、
2
年
生
8
名
、

1
年
生
13
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
目
標
は
全
国
大
会
出

場
と
全
国
優
勝
で
す
。

現
在
は
外
部
指
導
員
の
コ
ー
チ
の
も
と
、
ま
じ
め
に
楽
し
く

部
員
み
ん
な
で
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
今
年

は
ダ
ン
ス
ド
リ
ル
全
国
大
会
で
種
目
内
2
位
に
入
賞
、
ス
ト

リ
ー
ト
ダ
ン
ス
選
手
権
で
は
予
選
を
勝
ち
抜
き
4
月
に
行

わ
れ
る
決
勝
大
会
に
出
場
予
定
で
す
。

剣
道
場
と
柔
道
場
で
練
習
し
て
い
ま
す
が
、
夏
は
湿
度
と

気
温
の
高
さ
に
、
冬
は
乾
燥
に
苦
し
ん
で
い
ま
す
。
よ
り
快

適
な
練
習
環
境
を
整
え
て
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
考
え
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

前
向
き
に
取
り
組
ん
で
い
る
部
員
た
ち
の
た
め
に
、
今
後
と

も
ご
支
援
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
。

男
子
テ
ニ
ス
部

男
子
硬
式
テ
ニ
ス
部
は
2
年
生
3
名
、
1
年
生
２
名
、
合

計
５
名
で
本
戦
出
場
を
目
標
に
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

普
段
の
練
習
は
女
子
テ
ニ
ス
部
員
と
合
同
で
行
っ
て
お
り
、

日
々
の
練
習
メ
ニ
ュ
ー
は
部
員
み
ん
な
で
相
談
し
て
決
定
し

て
い
ま
す
。
自
身
の
プ
レ
ー
を
振
り
返
り
、
練
習
を
工
夫
す

る
こ
と
で
、
技
術
だ
け
で
な
く
、
主
体
的
に
考
え
取
り
組

む
力
を
養
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
更
に
学
年
を
超
え
て

意
見
を
提
案
し
た
り
、
話
し
合
っ
た
り
す
る
な
か
で
部
員
の

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
も
向
上
し
ま
し
た
。
練
習
試
合
な
ど
他
校

の
選
手
と
の
交
流
の
機
会
も
多
く
、
他
者
の
プ
レ
ー
や
振

る
舞
い
か
ら
多
く
を
吸
収
し
て
、
よ
り
一
層
の
技
術
の
向
上

を
目
指
し
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

女
子
テ
ニ
ス
部

女
子
硬
式
テ
ニ
ス
部
は
2
年
生
１
名
、
1
年
生
１
名
で
活

動
し
て
い
ま
す
。

普
段
の
練
習
は
男
子
テ
ニ
ス
部
と
合
同
で
行
い
、
男
子
と
対

等
に
打
ち
合
う
こ
と
の
で
き
る
技
術
を
養
い
、
本
戦
出
場

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
練
習
メ
ニ
ュ
ー
は
部
員
同
士
で
話
し

合
い
決
定
し
て
い
ま
す
。
自
分
た
ち
の
プ
レ
ー
を
分
析
し
、

弱
点
を
克
服
す
る
た
め
に
必
要
な
練
習
を
考
え
て
い
く
中

で
、
主
体
的
に
考
え
行
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
人
数
は
少
な
い
で
す
が
、
明
る
く
元
気
に
周
囲
の

方
か
ら
応
援
さ
れ
る
よ
う
な
人
物
と
な
れ
る
よ
う
励
ん
で
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
部
活
動
の
み
な
ら
ず
、
日
々
の
学
校
生

活
に
も
誠
実
に
取
り
組
む
姿
勢
を
受
け
継
い
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

公
式
戦
で
２
勝
以
上
す
る
こ
と
を
目
標
に
が
ん
ば
っ
て
い
ま

す
。
練
習
で
も
試
合
で
も
自
分
た
ち
で
必
要
な
練
習
や
戦

術
を
考
え
な
が
ら
、
主
体
的
に
行
動
で
き
る
こ
と
や
、
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
の
良
さ
が
こ
の
チ
ー
ム
の
強
み
で
す
。
ま
た
、
部

活
動
中
だ
け
で
な
く
日
々
の
学
校
生
活
で
も
感
謝
の
気
持

ち
を
も
っ
て
行
動
し
、
応
援
さ
れ
る
よ
う
な
人
に
な
れ
る
よ

う
に
精
進
し
て
い
ま
す
。

女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

少
人
数
な
が
ら
、
公
式
戦
で
の
勝
利
を
め
ざ
し
て
が
ん
ば
っ

て
い
ま
す
。
応
援
さ
れ
る
チ
ー
ム
と
な
る
べ
く
オ
ン
ザ
コ
ー

ト
だ
け
で
な
く
、
オ
フ
ザ
コ
ー
ト
を
大
切
に
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
粘
り
強
い
ディ
フ
ェ
ン
ス
と
タ
フ
に
走
り
き
る
こ

と
が
チ
ー
ム
の
強
み
で
す
。
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
通
し
て
、

少
し
で
も
多
く
の
こ
と
を
得
ら
れ
る
よ
う
精
進
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

公
式
戦
で
４
回
戦
出
場
す
る
こ
と
を
目
標
に
が
ん
ば
っ
て
い

ま
す
。
指
導
者
の
い
な
い
中
で
自
立
し
た
部
活
動
を
目
指
し

て
毎
回
の
試
合
で
内
容
を
振
り
返
り
、
必
要
な
練
習
を
相

談
し
な
が
ら
日
々
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
３
月
末
に
は
初
心

者
で
入
部
し
て
い
た
１
年
生
２
名
が
グ
リ
ー
ン
カ
ッ
プ
の
２

日
目
ま
で
進
み
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
仲
間
を
大
切
に
し
な

が
ら
、
練
習
に
励
ん
で
い
き
ま
す
。

男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

現
在
、
２
年
生
６
人
、
１
年
生
６
人
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
２

人
の
合
計
14
人
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
厳
し
い
上
下
関
係
は

な
く
、
全
学
年
が
仲
良
く
活
動
し
て
い
ま
す
。
活
動
日
は

火
曜
日
・
金
曜
日
・
土
曜
日
の
３
日
間
で
す
。
ま
た
、
練

習
が
な
い
日
で
も
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
に
混
ぜ
て
も
ら
い

な
が
ら
自
主
的
に
練
習
し
た
り
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
し
た
り

と
や
る
気
の
あ
る
部
員
が
多
く
所
属
し
て
い
ま
す
。前
年
度
、

数
年
ぶ
り
に
公
式
戦
で
勝
利
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、

そ
の
時
に
い
た
３
年
生
は
卒
業
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
次
は

新
３
年
生
が
主
と
な
り
、
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
さ
ら
に
上

へ
と
勝
ち
進
め
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。
目
標
は
一つ
ず
つ
勝

ち
進
み
、
２
部
へ
上
が
る
こ
と
で
す
。
応
援
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

公
式
戦
で
勝
利
す
る
こ
と
を
目
標
に
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

人
数
が
少
な
く
試
合
に
出
ら
れ
な
い
こ
と
や
、
で
き
る
練
習

が
限
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

部
と
合
同
練
習
を
行
う
な
ど
、
工
夫
を
し
て
技
術
を
磨
い
て

い
ま
す
。試
合
や
練
習
で
は
自
分
た
ち
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
取
り
合
い
な
が
ら
主
体
的
に
考
え
て
行
動
で
き
る
こ
と

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会
を
開

催
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
が
で
き
ま
し
た
。
沢
山
の
方
に
支
え

て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
感
謝
し
な
が
ら
日
々
努
力
し
て

い
き
ま
す
。
今
後
と
も
ご
支
援
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
。

ボ
ウ
リ
ン
グ
部

Ｒ
5
年
度
の
ボ
ウ
リ
ン
グ
部
は
3
年
生
3
人
、
1
年
生
1

人
の
4
人
で
活
動
を
し
て
い
ま
し
た
。
普
段
は
校
外
の
施
設

ア
ル
ゴ
セ
ブ
ン
で
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、月
に
数
回
、

お
店
の
お
手
伝
い
を
し
て
備
品
や
消
耗
品
の
費
用
に
充
て
ま

す
。

自
分
の
ボ
ウ
ル
等
を
揃
え
て
実
力
が
つ
け
ば
、
大
会
に
参
加

し
て
実
力
を
た
め
し
ま
す
。
大
会
に
は
中
学
生
や
地
域
の
ク

ラ
ブ
か
ら
参
加
し
て
い
る
人
が
多
く
、
日
常
の
ク
ラ
ブ
活
動

だ
け
で
は
体
験
で
き
な
い
世
界
を
味
わ
え
ま
す
。

硬
式
野
球
部

２
０
２
３
年
の
夏
の
大
阪
府
予
選
で
、
30
年
以
上
ぶ
り
と
な

る
ベ
ス
ト
32
に
進
出
し
ま
し
た
。
こ
の
結
果
は
、
当
時
の
部

員
の
力
だ
け
で
は
な
く
、
こ
れ
ま
で
長
ら
く
東
淀
川
高
校
野

球
部
に
携
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
方
々
の
積
み
上
げ
が
あ
っ
て
の

こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
大
会
中
に
も
、
学
校
内
だ
け
で

な
く
、
Ｏ
Ｂ
の
方
々
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
応
援
を
い
た
だ
き
、

大
き
な
力
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
ベ
ス
ト
32
の
成
績
を
超
え

る
こ
と
を
1
つ
の
目
標
に
、
日
々
練
習
を
し
て
い
き
ま
す
。

陸
上
競
技
部

陸
上
競
技
部
は
1
年
生
男
子
5
人
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

１
０
０
ｍ
、
１
５
０
０
ｍ
、
幅
跳
び
の
そ
れ
ぞ
れ
の
種
目
で
、

大
会
の
た
び
に
自
己
ベ
ス
ト
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
少
な
い

人
数
で
先
輩
も
後
輩
も
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
も
い
ま
せ
ん
が
、
工

夫
し
な
が
ら
専
門
的
な
練
習
を
し
て
い
ま
す
。

大
会
の
少
な
い
冬
は
、
視
覚
障
害
者
の
伴
走
や
、
２
０
２
４

大
阪
マ
ラ
ソ
ン
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
ま
し
た
。
日
頃

の
練
習
の
成
果
を
自
分
の
た
め
だ
け
で
な
く
、
社
会
に
役
立

て
ら
れ
る
よ
う
に
日
々
努
力
し
て
い
ま
す
。

イ
ラ
ス
ト
部

イ
ラ
ス
ト
部
は
現
在
27
名
の
部
員
で
、
楽
し
く
仲
良
く
の
ん

び
り
と
週
に
１
〜
２
回
活
動
し
て
い
ま
す
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
派

が
増
え
、
ペ
ン
で
描
く
部
員
が
減
っ
た
分
、
部
費
は
カ
ラ
ー

印
刷
代
に
ど
ん
と
つ
ぎ
込
み
、
文
化
祭
に
は
こ
こ
数
年
、

オ
ー
ル
カ
ラ
ー
の
贅
沢
な
部
誌
を
発
行
し
て
い
ま
す
。是
非
、

ご
覧
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
中
学
生
の
ク
ラ
ブ
体
験

時
に
は
保
護
者
の
方
に
も
一
緒
に
か
わ
い
い
イ
ラ
ス
ト
を
描

い
て
い
た
だ
き
、
部
員
も
一
緒
に
楽
し
く
プ
ラ
板
作
り
を
す

る
の
が
恒
例
に
な
っ
て
い
ま
す
。
展
覧
会
や
コ
ン
テ
ス
ト
に

も
、
さ
ら
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

軽
音
楽
部

軽
音
楽
部
は
本
校
で
も
割
と
古
く
か
ら
あ
る
部
活
動
で
あ

る
。
生
徒
の
自
主
的
な
運
営
が
基
本
の
活
動
を
展
開
し
て

お
り
、
そ
の
伝
統
は
今
で
も
引
き
継
が
れ
て
い
る
。
部
員
の

活
動
状
況
の
管
理
や
、
イ
ベ
ン
ト
の
準
備
な
ど
は
全
て
部
員

の
自
主
的
な
活
動
で
行
わ
れ
て
お
り
、
顧
問
は
手
伝
う
程

度
で
部
活
の
運
営
が
な
さ
れ
て
い
る
。

部
員
数
は
、
２
０
１
４
年
以
降
50
人
ほ
ど
で
推
移
し
て
い
た

が
、
ク
ラ
ス
数
の
減
少
に
よ
る
生
徒
数
の
減
少
で
、
現
在
で

は
30
名
前
後
で
推
移
し
て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
策
で
２
０
２
０
年
か

ら
２
０
２
１
年
に
か
け
て
活
動
が
あ
ま
り
で
き
な
く
な
っ

た
が
、
２
０
２
２
年
以
降
は
、
他
校
と
の
合
同
演
奏
や
大

阪
府
軽
音
楽
連
盟
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
積
極
的
に
参
加
し
、

大
き
な
演
奏
会
の
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
に
も
選
ば
れ
る
な
ど
、

演
奏
の
質
も
向
上
し
て
い
る
。
２
０
２
３
年
に
はZepp 

N
am

ba

で
行
わ
れ
た
テ
レ
ビ
番
組
の
収
録
ラ
イ
ブ
に
も
参

加
し
た
。

年
間
の
活
動
の
主
な
活
動
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
2
週

間
に
1
度
の
ペ
ー
ス
で
演
奏
会
に
参
加
し
て
い
る
。

・
新
入
生
歓
迎
ラ
イ
ブ

・
高
槻
ジ
ャ
ズ
ス
ト
リ
ー
ト
へ
の
遠
足

・
他
校
と
の
合
同
演
奏
会

・
全
国
高
等
学
校
軽
音
楽
フ
ェ
ス
ティ
バ
ル
へ
の
参
加

・
芸
術
文
化
祭
へ
の
参
加

２
０
２
１
年
に
着
任
さ
れ
た
渡
邉
健
一
先
生
に
よ
っ
て
機

材
が
大
幅
に
充
実
し
、
活
動
場
所
で
あ
る
視
聴
覚
教
室
は

ち
ょ
っ
と
し
た
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
並
み
の
設
備
と
な
っ
た
。
こ

の
設
備
を
活
用
し
て
、
大
阪
府
下
の
様
々
な
高
等
学
校
の

軽
音
楽
部
を
招
待
し
、
合
同
演
奏
会
を
実
施
し
て
い
る
。

※
26
期
生
のI

様
か
ら
機
材
（
Ｄ
Ｍ
Ｔ-

８
、エ
レ
キ
ベ
ー
ス
、

ア
ン
プ
等
）
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た(

２
０
２
３
／

９
／
13)

茶
道
部

Ｒ
5
年
度
の
茶
道
部
は
、
2
年
生
５
人
、
1
年
生
4
人
の

９
人
で
活
動
を
し
て
い
ま
し
た
。
週
2
回
、
裏
千
家
の
師
範

の
先
生
に
来
て
い
た
だ
き
、
丁
寧
に
ご
指
導
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
Ｒ
5
年
夏
に
は
、
裏
千
家
主
催
の
学
生
茶
会
で
当

番
校
を
務
め
ま
し
た
。
３
０
０
人
を
超
え
る
お
客
様
を
お

迎
え
す
る
の
は
初
め
て
の
体
験
で
し
た
が
、
集
中
し
て
お
稽

古
に
取
り
組
み
、
大
き
く
成
長
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
と
も
一
期
一
会
を
大
切
に
お
稽
古
に
励
ん
で
ゆ
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

自
然
科
学
部

自
然
科
学
部
は
現
在
７
人
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
普
段
は
歴

代
の
先
輩
た
ち
か
ら
受
け
継
が
れ
て
い
る
カ
メ
や
魚
た
ち
を

世
話
し
な
が
ら
、フィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
ま
と
め
を
行
っ
た
り
、

次
回
の
イ
ベ
ン
ト
の
た
め
の
準
備
を
し
た
り
し
て
い
ま
す
。
近

年
の
活
動
と
し
て
は
そ
の
他
に
も
、
フィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
、
法

然
院
森
の
セ
ン
タ
ー
（
京
都
）
で
の
ボ
ラ
ン
ティ
ア
活
動
、
科

学
イ
ベ
ン
ト
（
青
少
年
交
流
文
化
館
い
ぶ
き
）
へ
の
参
加
と

補
助
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

生
き
物
の
世
話
は
休
み
が
な
い
の
で
大
変
で
す
が
、
そ
の
積
み

重
ね
で
生
き
物
の
世
話
の
コ
ツ
を
つ
か
ん
だ
り
、
山
の
作
業

で
活
躍
し
た
り
、
世
代
の
違
う
方
々
と
交
流
し
て
頼
り
に
さ

れ
た
り
、
普
段
の
高
校
生
活
だ
け
で
は
味
わ
う
こ
と
の
で
き

な
い
経
験
を
積
み
、
生
徒
た
ち
は
大
き
く
成
長
し
て
い
ま
す
。

書
道
部

Ｒ
5
年
度
の
書
道
部
は
3
年
生
3
人
、
2
年
生
1
人
の
4

人
で
活
動
を
し
て
お
り
ま
し
た
。
週
2
回
、
短
時
間
で
の

活
動
で
は
あ
り
ま
す
が
、墨
の
香
り
に
癒
さ
れ
な
が
ら
、各
々

が
自
分
の
ペ
ー
ス
で
活
動
を
し
て
お
り
ま
す
。
新
入
部
員
を

迎
え
、
芸
文
祭
や
文
化
祭
へ
の
出
展
を
目
標
に
引
き
続
き

活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

美
術
部

美
術
部
は
主
に
、
夏
の
高
校
展
、
冬
の
芸
文
祭
展
、
ブ
ロ
ッ

ク
展
へ
の
出
品
に
向
け
て
、
部
員
そ
れ
ぞ
れ
が
好
き
な
分
野

で
作
品
制
作
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
他
に
、同
ブ
ロ
ッ

ク
内
の
高
校
と
合
同
で
実
技
研
修
会
な
ど
に
も
参
加
し
て
い

ま
す
。
校
内
で
は
文
化
祭
の
団
扇
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
新
聞
の
題
字

デ
ザ
イ
ン
、文
化
祭
の
共
同
制
作
な
ど
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

今
年
度
は
出
品
し
た
部
員
の
作
品
が
、
第
74
回
大
阪
府
高

等
学
校
美
術
・
工
芸
展
に
お
い
て
絵
画
部
門
の
優
良
賞
・

奨
励
賞
、
第
46
回
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
高
校
美
術
・
工
芸
展
に
お
い

て
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
し
ま
し
た
。
活
動
の
ペ
ー
ス
は
そ
れ

ぞ
れ
違
い
ま
す
が
、
皆
楽
し
く
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

放
送
部

コ
ロ
ナ
下
で
活
動
す
る
機
会
が
減
っ
て
し
ま
い
、
現
在
、
少

数
の
部
員
で
細
々
と
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
新
規
部
員
獲

得
に
向
け
て
頑
張
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
毎
日
、
昼
休
み

に
音
楽
を
流
し
、
体
育
祭
な
ど
の
行
事
に
お
け
る
放
送
業

務
を
担
っ
て
い
ま
す
。
最
近
は
、
音
楽
を
流
す
活
動
が
多
く

を
占
め
て
い
ま
す
が
、
そ
の
音
楽
の
選
定
に
頭
を
悩
ま
せ
、

実
は
、
力
を
注
い
で
い
ま
す
。
発
声
や
発
音
の
練
習
だ
け
で

な
く
、
放
送
コ
ン
テ
ス
ト
の
出
場
へ
共
に
意
気
込
ん
で
く
れ

る
部
員
を
募
集
中
で
す
。

弓道部 39期 三上 典秀 090-4560-5040 体操部 25期 野沢 修二 090-7101-8719

山岳部 38期 中山 大介 06-6852-5350 写真部 21期 吉川 達郎 090-9927-9036

ソフトテニス部 14期 谷口 正則 090-5060-6075 ラグビー部◎ 20期 天野 成正 090-1023-5769

陸上部◎ 37期 阪田 昌義 090-8821-5790 男女バレーボール部 25期 角谷 哲也 090-8383-6511

サッカー部 6期 上田 一実 077-573-5443 野球部 27期 木村 泰行 090-3274-9456

クラブＯＢ会連絡先

◎印のクラブはホームページがあります ( 江風会のホームページからリンクしています )。
他クラブもＯＢ会連絡先を事務局にお知らせください。お待ちしております。

令和５年度クラブ実績（抜粋）
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２０２３〜２０２４年に開催された同窓会／クラブＯＢ・ＯＧ会から、江風会ホー
ムページにご報告いただいた分をご紹介します。これから同窓会を開催さ
れる皆さんもぜひ、予定や感想を江風会までお寄せください。

８月１９日（土）４年振りにバレー部ＯＢ / ＯＧ会が川高体育館
で開催されました。
１１期生〜６５期生までの約４０人が参加し、試合形式での数セッ
トで楽しく汗を流しました。
夜の部には仕事帰りに駆けつけた先輩方も加わり大いに盛り上が
りました。来年以降も定期開催と元気な顔での再会を約束し閉
会となりました。

１１月１１日（土）午後１時から、新大阪駅近くの「大阪ガーデ
ンパレス」にて、１１期生の同窓会を開催しました。同級生６４名、
沖田先生、豊田先生、そして江風会から濵野幹事、新地幹事の
６８名が出席しました。
先生のご挨拶などの後、和やかな歓談が続き、その間に各テー
ブルにマイクを回して自己紹介を行いました。
その後のミュージックタイムでは、田中博行君のギター伴奏に合
わせて、みんなで「いつでも夢を」などの懐かしい歌を４曲、最
後に校歌を合唱しました。
次はジャンケン大会です。勝ち抜いた方たちには素晴らしい賞品
が贈られました。
名残惜しい中、次回は喜寿を祝う同窓会を開こうと約束し、全員
の集合写真を撮って散会となりました。

２０２３年１１月１４日（火）七期生同窓会が中華料理『大東洋』
にて開催されました。小春日和のなか、関西中心に東京、岡山
から紳士２６名、淑女１８名の参加がありました。元気に料理に
舌鼓をうち、会話が弾んでいました。来年の再会を約束し、約３
時間の会を閉じました。
七期生同窓会会長　池渕　修

東淀川高校卒業生の皆さん今日は
私は１９６２年（昭和３７年）卒業の５期生　田中洋です。
１０月３１日に大阪新阪急ホテルにて傘寿（８０歳）の同窓会を
開催致しました。同期生４０４名中、出席者５７名・故人５８名・
所在不明１６６名所在不明者の中には故人も居られると思いま
す。
卒業以来（６２年前）の人や、喜寿以来（１０年前）の人達が「お
う、なつかしいな、元気そうでなにより」とか「あんた誰や」と
名札を見て「おお、変わったな～」と懐かしんでの会話があちら
こちらで聞こえました。２時間半があっという間に過ぎ大盛況の
中で閉会しました。
今回が最後の同窓会と案内を出しましたが、皆さんから米寿（８８
歳）以前に是非逢いたいとのご希望が多数寄せられました。これ
も我々世話人の努力が実った証しだと喜んでます。皆さん共々健
康に精進して、必ず次回お逢い出来る事を誓って閉会しました。

１９６５年度２年２組（にのに）が１５年前、４０数年ぶりに集合、
以来２年に１度の間隔で旧交を温め合ったが、コロナ禍で５年の
ブランク。その間、担任福坂先生の叙勲、米寿をお祝いする事も
できず昨夏、恩師は永眠され今回は追悼の集いとなり千葉・茨
城からの長駆も含め２１名が集合した。
合掌

９期生３年１０組の同窓会を２０２３年１０月３日に９名参加で行
いました。添付の冊子画像は ( 高校三年夏休みＡ６サイズのメモ
用紙 を５０人のクラスメイトに配り、各人宛の卒業メッセージを
書いてもらい、休み明け各人宛名毎集めその人宛の１冊として製
本。６０年前の作業、大学入試前の夏休みに何すんねんとの意
見もあった中、棄権者は二人だけだった。昨年の同窓会にひとり
がこの冊子を持ってきていて、自分の書いたページを確認できた。
他の人に確認すると今もこの冊子を保管してるってこと…次の同
窓会に持ち寄って見てみようということになった。意とした処も
あったけどそれぞれが残していてくれればある意味タイムカプセル
になったのかな…。）楽しみにしています。

今年（２０２４年）も喜寿ということで、
連続にはなりますが同窓会を予定しており
ます。
９期生３年１０組 国府　弘昌

バレーボール部 OB/OG 会

七期生同窓会

東淀川 11 期 卒業 55（go!go!）年同窓会

９期生３年１０組同窓会

１９６５年度２年２組同窓会

2024年、東淀川高校は創立70周年を迎えます！

江風会の企画・運営にご参加ください！

５期生傘寿同窓会

江風会では、活動に携わっていただける卒業生の方を常時募集しています。イベントの
開催状況については「江風会ホームページ」をご覧ください。

◆ 総会・懇親会　受付および運営スタッフ。来年以降の出し物や進行方法改善のご
意見、アイディアも頂戴できると幸いです！

◆ 川高祭（文化祭）　1. 江風会ブースのお手伝い 　2. 卒業生展示エリアに作品（高
校の文化祭に出せる内容のもの）を出品していただける方。

◆ 会報誌　掲載内容の企画、原稿執筆に加わってくださる方。同窓会の開催報告�や、
ご自身の活動の報告もお待ちしております。

◆ ＷＥＢ管理人　公式サイトや各種ＳＮＳの管理をしていただける方。

Anniversary70th

同窓会／クラブＯＢ・ＯＧ会報告

本年はいよいよ創立７０周年。この１０年を振り返れば、会
員の皆様にも色々なことがあったと思います。２０２０年から
の自粛期間にすべてのイベントや集まりが中止となったこと
は、会員間の交流を旨とする江風会そのものの意義が問わ
れる事態でもありました。その爪痕は「自粛」が終了した今
もまだ癒えていません。会員の方からも「これまで定期的に
開かれていた会合がコロナをきっかけになくなってしまった」
という声をききます。

しかしその一方で、「先輩と語ろう会」や、「マスターズ甲子
園」出場、川高ＯＢバンドの川高祭ライブなど、歴史的とも
いえるような嬉しい出来事があったことも忘れてはいけませ
ん。この会報誌にもたくさんの卒業生に出ていただきました
が、皆、前を向いて明るい未来を見ておられました。誇る
べき卒業生たちのこのパワーがあれば、次の１０年も乗り越
えていけるものと確信しております。

７０周年の記念事業では記念式典、記念誌発行、学校備品寄贈等を行う予定となっております。今回同封分の寄付金振
込用紙は記念事業協力金専用です。一万円以上のご協力頂いた方には、記念誌と記念品を贈呈いたします。何卒ご協力の
程よろしくお願い申し上げます。

▲ 創立６０周年の式典の様子

▲ 懇親会 川高祭▼

同窓会／クラブＯＢ・ＯＧ会報告
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学
生
時
代
の
恩
師
に
憧
れ
て

大
学
で
の
お
勤
め
を
こ
の
三
月
に
終
え
ら
れ
た

と
こ
ろ
だ
そ
う
で
、
本
当
に
お
疲
れ
さ
ま
で
し

た
。
大
学
で
教
え
る
前
は
大
阪
府
立
高
校
の
教

員
と
し
て
長
年
ご
活
躍
で
し
た
が
、
教
員
に
な

り
た
い
と
思
わ
れ
た
き
っ
か
け
は
ど
ん
な
こ
と

で
す
か
？

　
わ
り
と
最
初
か
ら
教
員
志
望
で
し
た
ね
。
中

3
の
時
の
担
任
で
数
学
の
先
生
に
憧
れ
た
と
い

う
の
が
ま
ず
あ
り
ま
す
。
熱
血
漢
で
す
ご
く
格

好
良
く
て
キ
リ
ッ
と
し
て
は
り
ま
し
た
。

　
僕
は
中
高
生
の
と
き
、
友
達
か
ら
い
ろ
い
ろ

と
相
談
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
こ
と
に
や
り
が
い

を
感
じ
て
い
ま
し
た
。
教
員
に
な
る
と
き
に
、

生
徒
の
悩
み
事
解
決
！
生
徒
か
ら
相
談
さ
れ

る
先
生
に
な
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
当
然
、

バレ
ー
ボ
ー
ル
の
指
導
を
し
た
い
と
い
う
こ
と
と

併
せ
て
僕
の
教
員
志
望
の
理
由
で
し
た
。

　
じ
ゃ
あ
な
ん
の
先
生
を
や
ろ
う
か
？
発
達
段

階
と
し
て
は
少
し
で
も
大
人
に
近
い
方
に
や
り

が
い
を
感
じ
て
い
た
の
で
高
校
の
先
生
が
い
い
、

科
目
は
数
学
か
体
育
か
︙
。
最
終
的
に
な
ぜ
体

育
を
選
ん
だ
か
と
い
う
と
、
体
育
の
授
業
に
は

教
壇
が
な
い
で
し
ょ
う
。
生
徒
と
同
じ
立
ち
位

置
で
一
緒
に
汗
を
流
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ

が
い
ち
ば
ん
の
理
由
で
す
。
こ
う
い
う
と「
え
え

か
っ
こ
す
な
！
」
と
言
わ
れ
て
し
ま
い
ま
す
が

（
笑
）
本
音
で
す
。　

教
員
時
代
は
ど
ん
な
先
生
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
？

　
ず
っ
と
生
活
指
導
を
や
っ
て
き
ま
し
た
か
ら
、

生
徒
か
ら
は
一
応
、
怖
い
先
生
だ
と
思
わ
れ
て

い
た
で
し
ょ
う
ね
。
け
っ
こ
う
厳
し
く
指
導
し

た
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
役
割
と
し
て

演
じ
て
い
た
部
分
も
あ
る
ん
で
す
。
教
師
は
み

ん
な
役
者
で
す
よ
。

　
た
だ
、
単
純
に
怖
け
れ
ば
い
い
と
い
う
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
荒
れ
て
い
る
生
徒
に
は

そ
れ
な
り
の
背
景
と
い
う
も
の
が
あ
っ
て
、
話

を
し
っ
か
り
き
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
叱
る
と

き
は
叱
る
、
話
を
聞
く
と
き
は
し
っ
か
り
聞
く
。

そ
う
い
っ
た
こ
と
を
心
が
け
て
い
ま
し
た
。

意
外
で
す
ね
。
現
在
の
穏
や
か
で
丁
寧
な
話
し

方
か
ら
は
、
怖
か
っ
た
当
時
が
想
像
で
き
な
い

ぐ
ら
い
で
す
。
難
し
か
っ
た
こ
と
や
思
い
通
り
い

か
な
か
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

　
先
ほ
ど
言
っ
た
よ
う
に
、
生
徒
と
同
じ
目
線

で
一
緒
に
体
を
動
か
す
と
い
う
の
が
僕
の
モ
ッ

ト
ー
で
す
。
た
と
え
ば
水
泳
で
は
プ
ー
ル
サ
イ

ド
か
ら
笛
を
吹
く
だ
け
の
指
導
で
は
な
く
実
際

に
プ
ー
ル
に
入
っ
て
指
導
す
る
、
持
久
走
で
は

生
徒
と
一
緒
に
走
っ
て
時
に
は
タ
イ
ム
を
競
う
と

い
う
授
業
ス
タ
イ
ル
で
や
っ
て
き
ま
し
た
。
そ

れ
こ
そ
40
分
間
走
の
授
業
が
3
本
あ
っ
た
ら
、

3
つ
と
も
走
っ
て
い
ま
し
た
よ
。

　
し
か
し
、
な
ん
で
も
賛
否
両
論
で「
そ
ん
な

ん
せ
ん
と
生
徒
を
見
と
か
ん
と
あ
か
ん
や
な
い

か
」
と
い
う
意
見
も
あ
る
わ
け
で
す
。
そ
の
時

の
情
勢
や
赴
任
先
の
体
育
の
先
生
の
生
徒
に
向

き
合
う
姿
勢
に
よ
っ
て
は
自
分
の
考
え
る
指
導

が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

「
部
活
」
が
な
く
な
る
!?

中
村
先
生
は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
の
顧
問
と
し
て
、

ク
ラ
ブ
活
動
に
も
長
年
貢
献
さ
れ
て
き
ま
し
た

ね
。
今
、ス
ポ
ー
ツ
を
や
る
人
が
ど
ん
ど
ん
減
っ

て
い
て
、
我
々
が
現
役
だ
っ
た
頃
の
ク
ラ
ブ
も

か
な
り
廃
部
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
だ

と
、
学
校
の
部
活
と
い
う
ス
タ
イ
ル
は
維
持
で

き
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
に
な
り
ま

す
。

　
実
は
ね
、
も
う
、
そ
う
い
う
動
き
に
な
っ
て

い
る
ん
で
す
よ
。
現
在
、
公
立
の
中
学
高
校
の

部
活
動
は
学
校
か
ら
地
域
へ
の
移
行
を
進
め
て

い
て
、
数
年
の
う
ち
に
社
会
体
育
と
い
う
形
に

変
わ
る
予
定
で
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
を
や
り
た
い
生
徒
は
学
校
を
離
れ

て
地
域
の
練
習
場
所
に
集
ま
り
、
学
校
外
の
指

導
者
の
指
導
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
過

去
に
は
話
だ
け
出
て
い
つ
の
ま
に
か
立
ち
消
え

と
い
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
今
回
は
国

が
動
い
て
い
る
の
で
ま
ず
間
違
い
な
く
や
る
と

思
い
ま
す
。
当
然
、
試
合
な
ん
か
も
い
ず
れ
学

校
対
抗
と
い
う
形
で
は
な
く
な
っ
て
い
く
で
し
ょ

う
。
た
と
え
ば
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
で
は「
ヤ
ン
グ
バ

レ
ー
」
と
い
う
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
の
連
盟
が
あ
っ
て
、

中
学
の
バレ
ー
部
に
混
じ
っ
て
中
体
連
の
試
合
に

出
た
り
も
し
て
い
ま
す
。

サ
ッ
カ
ー
の
ク
ラ
ブ
ユ
ー
ス
や
、
野
球
の
ボ
ー
イ

ズ
リ
ー
グ
の
よ
う
な
形
態
で
す
ね
。
今
後
は
す

べ
て
の
競
技
が
そ
う
い
う
形
に
な
る（
見
込
み
）、

と
い
う
こ
と
で
す
か
。
我
々
の
知
っ
て
い
る
部
活

が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
の
は
か
な
り
驚

き
と
い
う
か
、
シ
ョッ
ク
で
す
ね
。
国
が
社
会
体

育
へ
の
移
行
に
踏
み
切
っ
た
理
由
は
な
ん
で
し
ょ

う
か
？

　

よ
く
知
ら
れ
て
る
よ
う
に「
働
き
方
改
革
」

で
教
員
の
負
担
を
減
ら
そ
う
と
い
う
意
図
が
大

き
い
で
す
ね
。
や
り
た
く
も
な
い
の
に
顧
問
に

な
っ
て
い
や
い
や
休
日
を
潰
す
と
い
う
状
況
は

確
か
に
良
く
な
い
で
す
。
生
徒
の
方
は
生
徒
の

方
で
、
一
校
で
は
人
数
が
集
ま
ら
な
い
と
い
う

事
情
も
あ
り
ま
す
。
団
体
競
技
で
は
チ
ー
ム
が

作
れ
ず
合
同
チ
ー
ム
で
試
合
に
参
加
す
る
ケ
ー

ス
が
増
え
て
い
ま
す
か
ら
ね
。

　
た
だ
、
地
域
移
行
は
や
は
り
難
し
い
。
デ
メ

リ
ッ
ト
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
校
外
で
や
る

わ
け
で
す
か
ら
、
放
課
後
は
活
動
場
所
ま
で

わ
ざ
わ
ざ
移
動
し
な
い
と
い
け
な
く
な
り
ま
す

し
、
そ
の
場
所
を
借
り
る
に
も
指
導
を
受
け
る

に
も
費
用
が
か
か
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
入
り
口

が「
学
校
で
や
っ
て
る
か
ら
ち
ょ
っ
と
や
っ
て
み

よ
う
か
」
と
い
う
子
も
い
た
わ
け
で
す
が
、
そ

れ
を
な
く
す
こ
と
で
さ
ら
に
ス
ポ
ー
ツ
人
口
が

減
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
い
う
懸
念
が
あ
り

ま
す
。

大
人
に
な
っ
て
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
を
し
よ
う
と
す

る
と
、
当
然
で
す
が
お
金
が
か
か
る
ん
で
す
よ

ね
。
無
料
で
場
所
を
提
供
し
て
も
ら
え
て
、
練

習
仲
間
が
い
て
、
指
導
も
受
け
ら
れ
る
。
高
校

時
代
当
た
り
前
に
享
受
し
て
い
た
環
境
が
、
実

は
い
か
に
す
ご
い
こ
と
だ
っ
た
の
か
気
付
か
さ
れ

ま
す
。

　
は
い
。
間
違
い
な
く「
学
校
で
や
る
」
か
ら

意
義
が
あ
る
こ
と
、
得
ら
れ
た
こ
と
も
多
か
っ

た
と
思
い
ま
す
ね
。
僕
は
東
淀
川
高
校
の
バレ
ー

ボ
ー
ル
部
に
初
心
者
で
入
り
ま
し
た
。
初
め
て

出
た
試
合
で
ス
パ
イ
ク
が
決
ま
っ
て
、
そ
れ
が

嬉
し
く
て
ね
。
そ
こ
か
ら
の
め
り
込
ん
で
、
そ

こ
そ
こ
実
績
も
あ
げ
た
の
で
思
い
入
れ
が
強
い

で
す
。
17
、
18
、
19
期
の
仲
間
と
は
今
で
も
よ

く
集
ま
っ
て
い
ま
す
よ
。

　
も
ち
ろ
ん
望
ま
な
い
長
時
間
労
働
か
ら
教
員

を
守
る
こ
と
は
必
要
で
す
。
し
か
し
一
方
で
自

主
的
に
部
を
強
く
し
た
い
と
い
う
情
熱
を
持
っ

て
活
動
し
、
す
ば
ら
し
い
成
果
を
残
し
て
い
る

先
生
も
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
そ
う
い
う
先
生
の

取
り
組
み
ま
で
一
律
に
制
限
し
た
り
禁
止
し
た

り
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
ど
う
か
︙
個
人
的
に

は
疑
問
も
あ
り
ま
す
ね
。

さ
ま
ざ
ま
な
活
動

で
は
、
現
在
会
長
を
さ
れ
て
い
る
一
般
財
団
法

人
大
阪
府
バレ
ー
ボ
ー
ル
協
会
に
つ
い
て
き
か
せ

て
く
だ
さ
い
。
ど
の
よ
う
な
組
織
な
の
で
し
ょ

う
か
？

　

大
阪
府
内
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技
団
体
の
統

括
組
織
で
、
実
業
団
や
学
生
、
マ
マ
さ
ん
な
ど

11
の
団
体
が
加
盟
し
て
い
ま
す
。
バ
レ
ー
ボ
ー

一般財団法人大阪府バレーボール協会 会長

中村 光男 さん（17 期）

卒業生ロングインタビュー

を
き
く
と
高
校
か
ら
始
め
た
子
が
今
で
は
中
学

の
バ
レ
ー
部
の
顧
問
で
、
し
か
も
僕
の
後
輩
の

息
子
を
指
導
し
て
い
る
っ
て
い
う
ん
で
す
か
ら

本
当
に
面
白
い
も
の
で
す
。

こ
れ
ま
で
教
員
時
代
や
バレ
ー
ボ
ー
ル
と
の
関
わ

り
を
中
心
に
お
話
を
き
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
が
、
中
村
先
生
は
ス
ポ
ー
ツ
以
外
に
も
幅
広

い
分
野
で
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
ね
。
そ
れ
ら

活
動
の
内
容
を
簡
単
に
教
え
て
も
ら
え
ま
す
で

し
ょ
う
か
。

　
現
在
、
バレ
ー
ボ
ー
ル
協
会
以
外
で
3
つ
の
団

体
で
理
事
や
役
員
を
し
て
い
ま
す
。
大
学
を
退

い
て
少
し
時
間
の
自
由
が
き
く
よ
う
に
な
っ
た

の
で
、
そ
の
時
間
を
使
っ
て
今
後
は
各
団
体
で

の
活
動
に
も
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　
ど
ん
な
内
容
か
と
い
う
と
、
1
つ
は
ヤ
ン
グ

ケ
ア
ラ
ー
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
活
動
、
2
つ
め
は

高
齢
者
の
困
り
ご
と
を
解
決
す
る
活
動
、
3
つ

め
は
ピ
ア
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
普
及
を
す
る
活

動
。
ピ
ア
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、
紛
争
を
仲

間
同
士
で
解
決
す
る
手
法
で
、
近
年
注
目
が
高

ま
っ
て
い
る
考
え
方
で
す
。
学
校
以
外
の
人
間

関
係
に
も
応
用
が
き
く
の
で
興
味
が
あ
っ
た
ら

調
べ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

１７期卒業生。バレーボール部。
２０２３年度まで、芦屋大学臨床教育学部教
育学科特任教授。
大阪府立高校保健体育科教諭２５年（バレー
ボール部顧問）・教頭６年・校長６年。
大阪府公立高校生活指導研究会会長、学校
教育活性化研究会会長、大阪高等学校体育
連盟監事・近畿高等学校体育連盟監事など
歴任し、地域の教育とバレーボールの強化・
普及に貢献。

所属学会等
『ピアメディエーション学会』 
『日本教育情報学会』 
『特定非営利活動法人ふうせんの会』 
『一般社団法人コミュニティ援助センター』
 『特定非営利活動法人シヴィル・プロネット
関西』

▲ スパイクを打っているのが中村さん

ル
の
普
及
や
レ
ベル
ア
ッ
プ
を
目
的
と
し
て
お
り
、

具
体
的
な
仕
事
は
た
と
え
ば
大
会
の
開
催
や
運

営
、
審
判
や
役
員
の
派
遣
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の

指
導
・
普
及
、
講
習
会
の
開
催
な
ど
で
す
。
大

阪
は
東
京
と
並
ん
で
活
動
が
盛
ん
で
す
ね
。

現
在
の
日
本
の
バレ
ー
ボ
ー
ル
競
技
の
状
況
は
い

か
が
で
す
か
？
昔
と
今
と
で
変
わ
っ
た
こ
と
は

あ
り
ま
す
か
？

　

近
年
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は
男
子
も
女
子
も

世
界
ラ
ン
キ
ン
グ
上
位
で
強
い
。
漫
画「
ハ
イ

キ
ュ
ー
!!
」
の
人
気
も
あ
っ
て
盛
り
上
が
っ
て
い

ま
す
。
メ
ディ
ア
の
影
響
は
や
は
り
大
き
い
で
す
。

　
競
技
の
性
質
は
昔
と
今
と
で
は
だ
い
ぶ
違
い

ま
す
ね
。
ル
ー
ル
が
何
度
も
変
更
に
な
っ
て
い

ま
す
し
、
傾
向
と
し
て
ス
ピ
ー
ド
重
視
で
攻
撃

の
種
類
も
多
彩
に
な
り
ま
し
た
。
特
に
若
年
層

の
レ
ベ
ル
が
む
ち
ゃ
く
ち
ゃ
高
く
な
っ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
身
体
能
力
が
上
が
っ
て
い
ま
す
か

ら
。
観
戦
す
る
と
び
っ
く
り
し
ま
す
よ
。

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
に
関
わ
っ
て
き
て
良
か
っ
た
こ
と

や
嬉
し
か
っ
た
こ
と
は
ど
ん
な
こ
と
で
す
か
？

　
な
ん
と
い
っ
て
も
出
会
い
と
再
会
で
す
。
他

府
県
と
の
交
流
な
ど
通
じ
て
つ
ね
に
新
し
い
出

会
い
が
あ
り
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
話
が
き
け
て
、

い
ろ
い
ろ
な
感
性
に
触
れ
て
、
心
を
通
わ
せ
合

う
こ
と
。
当
然
学
び
も
あ
り
ま
す
。
僕
は
そ
こ

に
は
時
間
を
惜
し
ま
な
い
で
す
。

　
再
会
も
あ
り
ま
す
。
試
合
に
顔
を
出
す
と
、

い
ろ
ん
な
人
が
見
つ
け
て
声
を
か
け
て
く
れ
る
。

高
校
教
員
時
代
の
教
え
子
と
大
学
の
後
輩
が
一

緒
に
訪
ね
て
き
て
く
れ
た
時
は
び
っ
く
り
し
ま

し
た
。「
な
ん
で
一
緒
に
お
る
ん
？
」
と
、
話

貴
重
な
お
話
の
内
容
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、「
人
」

と
の
関
わ
り
を
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
が
言
葉
の

端
々
か
ら
終
始
感
じ
ら
れ
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。

6
ペ
ー
ジ
に
は
、
中
村
さ
ん
も
参
加
さ
れ
た
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
部
Ｏ
Ｂ
／
Ｏ
Ｇ
会
の
様
子
を
掲
載
し
て
い

ま
す
の
で
併
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

卒業生ロングインタビュー
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有限会社 長谷川保険事務所

創業 1944 年（昭和 19 年）　
保険相談件数、コンサルティング件数、事故対応件数等　

他社にはない豊富な経験と知識で安心と信頼をお届けいたします。

各種損害保険、各種生命保険、ペット保険、相続診断、年金等公的保険相談など

〒530-0012　大阪市北区芝田1-10-10　芝田グランドビル13階
TEL:（06）6374-7201　FAX:（06）6374-7202
http://www.hasegawa-hoken.jp/　info@hasegawa-hoken.jp長谷川 昇代表取締役 （２６期）Hasegawa

Insurance Agent

代表取締役 吉川達郎（２１期・写真部）
宅地建物取引士 (大阪 )第 073576号

一般社団法人 大阪府宅地建物取引業協会会員

不動産全般 (売買、賃貸、管理、他 )
大阪府知事 (12)第 22757号

TEL 06-6389-7746  携帯 090-9927-9036
〒564-0061吹田市円山町 34-4

吉川商事株式会社

✓
✓

)

Anniversary70th
会
員
の
中
に
は
今
年
か
ら
働
き
始
め
た
人
も
い
る
と
思

い
ま
す
。
新
社
会
人
の
悩
み
相
談
に
は
ど
ん
な
も
の
が

あ
り
、
そ
れ
に
対
し
ど
ん
な
助
言
を
し
て
い
ま
す
か
？

　
そ
も
そ
も
、
社
会
人
と
し
て
初
め
て
仕
事
と
向
き

合
う
わ
け
で
す
の
で
、
不
安
に
感
じ
て
し
ま
う
こ
と

も
大
い
に
あ
る
で
し
ょ
う
。「
希
望
す
る
部
署
に
配
属

さ
れ
な
か
っ
た
」「
会
社
の
雰
囲
気
に
な
じ
め
な
い
」

等
々
、
色
々
な
悩
み
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
の
が
普
通

の
こ
と
で
す
。
慌
て
ず
に
、
一
歩
一
歩
着
実
に
自
分
自

身
を
レ
ベル
ア
ッ
プ
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
ど
う
し
て
も
無
理
だ
と
思
え
ば
、
退
職
を
選
ん
で

も
良
い
と
思
い
ま
す
。
以
前
な
ら
ば
条
件
面
で
は
た
い

て
い
新
卒
で
入
っ
た
会
社
が
ベ
ス
ト
で
、
転
職
し
た
ら

条
件
が
悪
く
な
る
の
が
普
通
で
し
た
が
、
今
後
は
必

ず
し
も
そ
う
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
24
年
4

月
現
在
で
い
う
と「
極
端
な
」
と
つ
け
て
も
い
い
ぐ
ら

い
の
売
り
手
市
場
、
つ
ま
り
求
職
者
に
有
利
な
条
件

で
転
職
し
や
す
い
状
況
で
す
。
転
職
す
る
な
ら
今
が

チ
ャ
ン
ス
と
い
う
考
え
方
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

歓
送
迎
会
や
打
ち
上
げ
な
ど
、
業
務
時
間
外
の
お
つ

き
あ
い
は
し
な
く
て
も
問
題
あ
り
ま
せ
ん
か
？

「
職
場
の
人
と
仕
事
以
外
で
関
わ
り
た
く
な
い
」
と
い

専門家にきいてみよう！
社会保険労務士

坂井 肇 さん（36 期）

36期卒業生。柔道部。
2003年よりアパレル系上場企業の
人事部門にて、労務管理、全国の監
督署対応、就業規則の改定、労使協
定の締結、人事制度構築等に携わ
り、2012年に社会保険労務士とし
て独立・開業。
田川小学校PTAをはじめ地域の活
動、また子供の虐待防止を目的とす
る「オレンジリボン運動」といった社
会活動にも積極的に参加している。

社会保険労務士とは
人事と労務のエキスパートで、企業
における雇用のルール作りや助言、
各種社会保険の申請代行、また企
業と労働者のトラブル仲介など、人
の採用から退職までの幅広い範囲
について、会社と社員の利益につな
がるサポートをおこなう専門職。

う
考
え
の
人
が
一
定
数
い
る
の
は
承
知
の
上
で
言
う
な

ら
、
仕
事
上
で「
人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
」

と
い
う
能
力
は
と
て
も
重
要
で
す
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
と
は
勤
務
時
間
内
と
勤
務
時
間
外
で
す
っ
ぱ
り

分
け
ら
れ
る
も
の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
を
割
い
て
食
事
に
行
く
こ
と
で
仕

事
上
の
有
利
に
つ
な
が
る
こ
と
は
多
々
あ
っ
て
、
一
概

に
す
べ
て
が
不
要
・
無
駄
と
決
め
つ
け
て
し
ま
う
の
は

勿
体
な
い
と
私
は
思
い
ま
す
。
自
分
の
能
力
を
上
げ

よ
う
と
思
っ
た
ら
、
給
料
が
出
な
く
て
も
勤
務
時
間

外
に
自
主
的
に
勉
強
し
ま
す
よ
ね
。
そ
れ
と
同
じ
で

す
。
た
と
え
ば「
部
長
が
食
事
に
誘
っ
て
く
れ
た
」
な

ら
、
私
な
ど
は「
し
め
し
め
」
と
思
う
方
で
す
。

　
と
は
い
え
、
業
務
外
で
あ
れ
ば
強
制
さ
れ
る
謂
れ

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
益
が
な
い
と
判
断
す
れ
ば
断
る

の
は
自
由
で
す
。
そ
の
際
は
断
り
方
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
う
ち
で
す
か
ら
、
う
ま
い
こ
と
立
ち
回
っ
て

く
だ
さ
い
ね
。

知
っ
て
お
い
た
方
が
い
い
仕
組
み
や
制
度
な
ど
は
あ
り

ま
す
か
？

　
社
会
保
険
は
、
社
員
の
病
気
や
怪
我
、
失
業
な
ど

に
備
え
る
た
め
の
公
的
な
保
険
制
度
で
す
。
支
給
要

件
を
満
た
し
た
時
は
会
社
か
ら
教
え
て
も
ら
え
る
こ

と
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
職
場
に
よ

り「
申
請
が
あ
れ
ば
受
け
付
け
る
け
れ

ど
、
わ
ざ
わ
ざ
教
え
て
は
く
れ
な
い
」

と
い
う
ケ
ー
ス
は
あ
り
得
ま
す
。「
労

災
保
険
」
や「
傷
病
手
当
金
」
な
ど
、

困
っ
た
時
に
自
分
を
助
け
て
く
れ
る
制

度
の
概
要
ぐ
ら
い
は
一
通
り
知
っ
て
お

い
た
方
が
い
い
で
し
ょ
う
。

今
後
、
仕
事
を
し
て
い
く
上
で
ど
ん
な

力
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す

か
？

　
一
つ
挙
げ
る
と
す
れ
ば
ネ
ッ
ト
リ
テ
ラ
シ
ー
で
す
ね
。

あ
ら
ゆ
る
情
報
が
ス
マ
ホ
と
い
う
魔
法
の
板
に
詰
ま
っ

て
い
ま
す
。
じ
ゃ
あ
見
つ
け
た
情
報
は
本
当
に
正
し
い

情
報
な
の
か
、
ど
う
や
っ
た
ら
正
し
い
情
報
に
辿
り
着

け
る
の
か
。
嘘
の
情
報
や
偏
っ
た
意
見
を
鵜
呑
み
に
し

て
痛
い
目
に
遭
う
こ
と
の
な
い
よ
う
、
し
っ
か
り
判
断

す
る
力
を
つ
け
て「
魔
法
の
板
」
を
使
い
こ
な
し
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

で
は
最
後
に
逆
の
立
場
か
ら
の
質
問
で
す
。
新
卒
世
代

を
雇
用
す
る
、
あ
る
い
は
上
司
や
先
輩
と
し
て
迎
え

入
れ
る
側
の
年
代
の
人
た
ち
は
ど
ん
な
意
識
で
接
す

る
と
い
い
で
し
ょ
う
か
？

　
自
分
た
ち
と
は
違
う
世
代
の
若
者
で
す
の
で
、
自

分
た
ち
と
は
異
な
る
価
値
観
を
持
っ
て
い
る
と
い
う

前
提
で
の
対
応
を
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の

価
値
観
に
迎
合
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
育
成
、

指
導
を
す
る
に
し
て
も
、
彼
ら
に
届
く
言
動
で
も
っ
て

行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
自
分
が
そ
の
年
齢
だ
っ

た
時
を
思
い
返
し
て「
自
分
よ
り
か
は
マ
シ
か
」
と
い

う
ぐ
ら
い
に
思
っ
て
接
す
る
の
が
良
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

山田 竜也 さん
私が東淀川高校で成長できたと思う点は、途中で
投げ出さない継続する力です。希望進路を実現す
るために、3年間の皆勤に加え、授業の復習や定
期考査に向けても早めに勉強に取り組み続けてき
ました。東淀川高校に来てよかったと感じているこ
とは継続力が身についたことだけではなく、部活
動（バドミントン部）を通してたくさんの仲間と仲良
くなれたことです。部活では同期の男子が私だけ
だったのですが、みんなが仲良くしてくれたおか
げで、男女関係なく多くの友人ができました。進
路においても自分が希望とする進学先に決めるこ
とができました。先生方が親身になって、面接練
習など受験の準備をサポートしてくださりとても嬉
しかったです。私が次の進路先で頑張りたいと思っ
ていることは、自分の専門となる経済の勉学にしっ
かり励むことです。就職につなげることができるよ
う色々な面で成長できる学生生活になるように頑
張ります。

田中 美寧 さん
私は、東淀川高校で過ごした三年間を通して楽し
かったこと、辛かったこと、たくさんのことがあり
ます。その中で東淀川高校に入学してよかったと
感じたことは二つあります。

一つ目は、先生たちのサポート体制が充実してお
り、生徒たちを見守ってくださる温かい学校です。
受験の時は、面接の練習を自分が納得のいくまで
してもらった結果、本番では先生たちから教わっ
たものが存分に発揮することができました。二つ
目は仲間と共に成長できる環境にあることです。

また、三年間を振り返って成長できたことは、忍
耐力と持続力が身につきました。計画をきちんと
立て、目標を成し遂げる大切さを学ぶことができま
した。

これからさらに、次の進学先で頑張りたいことは、
与えられた課題や目標を一つ一つこなしていき、
一生懸命に取り組んでいくことです。たくさんと方
と交流し、自分の活躍ができる場を増やしていき
たいです。

ようこそ、江風会へ　　新しい仲間たち、６７期生からのメッセージです

協賛広告募集中
お問合せは…江風会事務局 Fax.06(7176)8040 

又は、ホームページのお問合せから

ようこそ、江風会へ
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十三中

宮原中

北中島小

新
御
堂
筋

淀川通

阪急京都線

阪
急
神
戸
線

阪
急
宝
塚
線

西
中
島
南
方

東
三
国

東
淀
川

南方

新大阪
東淀川高校

中村製菓

海鮮茶屋 貝族料理 みのしょう

炭焼巧房 いさおや

蕎麦・料理 あたり屋1

2

3

4

東淀川高校

土井 康義(32期)

あたり屋蕎麦・料理

〒532-0002
淀川区東三国 5-11-22
☎06-6391-8585

ホームページ　http://www.atariyasoba.com/

地下鉄御堂筋線　
東三国駅より徒歩５分

落ち着いた空間で自慢のそばをご賞味ください！

1

斉藤 功 (４０期)

いさおや炭焼巧房

〒532-0003
淀川区宮原 5-3-52
☎06-6396-0321

定休日：日曜日

地下鉄御堂筋線　
東三国駅より3分

※連休中は営業。
連休最終日が休業となります。

2

39

〒532-0011
淀川区西中島
3-14-3 ビスタ白石 1Ｆ
☎06-6304-8415

2

3 4

蕎麦1

東淀川高校

ご紹介するのは同窓生や同窓生のご家族のお
店です。大阪のお店らしく、どの店も美味しくて、
おもてなしの工夫に溢れています。
ぜひお立ち寄りくださいね。
あなたの同期生や先輩・後輩の情報が判るかも
しれませんよ。

６
月
25
日（
日
）
に
開
催
さ
れ
た
江
風
会
の
第

66
回（
２
０
２
３
年
度
）
総
会
は
、
恒
例
の
山
下

食
堂
で
は
な
く
母
校
会
議
室
で
の
３
年
連
続
の

開
催
と
な
り
ま
し
た
。
今
年
も
快
く
会
場
を
提

供
し
て
い
た
だ
い
た
、
森
瀬
校
長
先
生
を
は
じ

め
と
し
た
教
職
員
の
皆
さ
ま
に
、
あ
ら
た
め
て

厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
母
校
正
面
玄
関
を
入
っ
た
事
務
室
前
で
の
受

付
は
、
濵
野
祐
美
子
幹
事（
26
期
）
と
千
島

欣
人
幹
事（
27
期
）
が
担
当
し
ま
し
た
。
今
年

も
感
染
対
策
の
た
め
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
に
は
、

　
２
０
２
３
年
９
月
９
日（
土
）
に
第
69
回
文
化

祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。文
化
祭
テ
ー
マ
は「
青

春
爆
発　
Ｂｏｍ
ｂ
化
祭　
ス
タ
ー
ラ
イ
ト　

き
ゃ
わ
高
」
で
し
た
。
前
日
の
９
月
８
日（
金
）

の
夕
方
に
現
役
生
の
前
夜
祭
も
実
施
さ
れ
、
大

変
盛
り
上
が
っ
た
そ
う
で
す
。

　
当
日
は
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
の
４
年
ぶ
り
の
開

催
で
し
た
が
、
参
加
さ
れ
た
方
々
の
楽
し
そ
う

な
笑
顔
や
笑
い
声
が
沢
山
あ
り
、
大
成
功
で
無

事
に
終
了
し
ま
し
た
。
ご
来
場
頂
き
ま
し
た
皆

様
、
お
手
伝
い
頂
い
た
皆
様
、
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
当
日
は
川
高
ク
イ
ズ・
ガ
ラ
ガ
ラ
ポ
ン・
展
示

コ
ー
ナ
ー・
オ
セ
ロ
コ
ー
ナ
ー
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ク
イ
ズ
参
加
２
９
０
人
、
オ
セ
ロ

２
９
人
、
ガ
ラ
ガ
ラ
ポ
ン
に
３
１
９
人
の
方
が

参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

マ
ス
ク
の
着
用
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　
総
会
は
、
定
刻
の
午
前
10
時
30
分
に
、
新
地

由
季
也
広
報（
38
期
／
総
会
司
会
）
の
開
会
宣

言
で
始
ま
り
ま
し
た
。

　
議
事
開
始
の
前
に
、
江
風
会
名
誉
会
長
の
森

瀬
康
之
学
校
長
か
ら
、
こ
の
間
の
学
校
の
取
組

み
の
紹
介
と「
江
風
会
」
か
ら
の
こ
れ
ま
で
の

支
援
に
対
す
る
感
謝
と
、「
江
風
会
」
の
発
展

を
祈
念
す
る
お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
な

お
、
本
総
会
に
は
新
任
の
福
島
洋
平
教
頭
と
田

渕
幸
一
先
生
も
同
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
総
会
議
長
に
大
嶋
啓
史
さ
ん（
16

期
）、
議
事
録
署
名
人
に
阪
田
昌
義
さ
ん（
37

期
）
を
、
そ
れ
ぞ
れ
選
出
し
て
、
総
会
議
事
に

移
り
ま
し
た
。

　
総
会
議
事
は
、
幹
事
会
か
ら
提
案
さ
れ
た
、

１
号
議
案
／
２
０
２
２
年
度（
２
０
２
２
年
４
月

１
日
~
２
０
２
３
年
3
月
31
日
、
以
下
同
じ
）

事
業
報
告
承
認
の
件
:
北
條
敏
彰
副
会
長（
11

期
）
が
説
明
、
２
号
議
案
／
２
０
２
２
年
度
決

算
報
告
承
認
の
件
:
児
玉
京
子
会
計（
11
期
）

が
説
明
、
３
号
議
案
／
会
則
一
部
改
正
の
件
:

北
條
敏
彰
副
会
長（
11
期
）
が
説
明
、
４
号
議

案
／
２
０
２
３
年
度（
２
０
２
２
年
４
月
１
日
~

２
０
２
４
年
3
月
31
日
、
以
下
同
じ
）
事
業
計

画
承
認
の
件
:
北
條
敏
彰
副
会
長（
11
期
）
が

説
明
、
５
号
議
案
／
２
０
２
３
年
度
予
算
案
承

認
の
件:
児
玉
京
子
会
計（
11
期
）
が
説
明
、
６

号
議
案
（
下
記
役
員
名
簿
参
照
）
／
役
員
改
選

の
件
:
北
條
敏
彰
副
会
長（
11
期
）
が
説
明
と

出
席
の
新
役
員
の
自
己
紹
介
、
以
上
の
議
案
と
、

小
松
隆
治
会
計
監
査（
11
期
）
に
よ
る
監
査
報

告（
北
條
敏
彰
副
会
長
が
代
読
）
が
、全
会
一
致

（
拍
手
で
確
認
）
で
可
決・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第６６回総会

第６９回文化祭

　
来
年
も
よ
り
良
い
文
化
祭
に
す
る
た
め
、
役

員
一
丸
と
な
っ
て
明
る
く
楽
し
く
盛
り
上
が
っ

て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
皆
様
も
振
る
っ

て
ご
参
加
頂
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

第６６会総会／第６９回文化祭
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友紘会総合病院
TEL 072-641-2488　FAX 072-641-3544Yukoukai General Hospital
〒567-0058 大阪府茨木市西豊川町 25番 1号

関連施設
友紘会総合病院と彩都友紘会病院は、 力を合わせて地域医療に貢献いたします。

友紘会総合病院
(2018年9月新築移転) 
豊川駅 徒歩約10分 

彩都友紘会病院
「彩都西駅 徒歩約5分

彩都友紘会病院　☎072-641-6898 
〒567-0085 大阪府茨木市彩都あさぎ7-2-18 

河内総合病院　☎072-965-0731 
〒578-0954 大阪府東大阪市横枕1-31 

奈良友紘会病院　☎0745-78-3588 
〒639-0212 奈良県北葛城郡上牧町服部台5-2-1 

西大和リハビリテーション病院　☎0745-71-6688 
〒639-0218 奈良県北葛城郡上牧町ささゆり台3-2-2 

大和橿原病院　☎0744-27-1071 
〒634-0045 奈良県橿原市石川町81

皆生温泉病院　☎0859-32-9119 
〒683-0002　鳥取県米子市皆生新田3-7-8 

友楽の杜 西大和　☎0745-71-7878 
〒639-0218　奈良県北葛城郡上牧町ささゆり台3-2-1 

友楽の杜 ささゆり　☎0745-71-8788 
〒639-0218　奈良県北葛城郡上牧町ささゆり台3-2-3 

ゆうゆうの里　☎0859-39-1510 
〒683-0002 鳥取県米子市皆生新田3-7-8 

内田クリニック　☎072-625-7488 
〒567-0047 茨木市美穂ヶ丘3-6 山本ビル1階・2階

友紘会病院グループのご案内

“やさしさ”さしのべる
　開かれた医療を目指して

友紘会病院グループ代表
医療法人友紘会理事長 林 豊行（８期生）

音楽教室生徒募集中！
ご不要になったギター、ウクレレ、マンドリン等、高価買取＆下取りいたします！

ドルフィンギターズ 大阪店
tel.06-6310-6180
〒564-0063 大阪府吹田市江坂町1-23-34 第2梓ビル5F
定休日：毎週水曜日

ドルフィンギターズ 東京店
tel.03-6415-3580
〒150-0021 東京都渋谷区恵比寿西1-10-8 本間ビル4Ｆ
定休日：毎週火曜日

ドルフィンギターズ 福岡店
tel.092-752-2275
〒810-0041 福岡県福岡市中央区大名2-6-40 文學の森ビル2F
定休日：毎週水曜日

www.dolphin-gt.co.jp

代表 武田雅史（27期） 営業時間：平日am11:30-pm8:00 / 日・祝am11:00 -pm7:00

代表取締役社長　村若宏司  (27期)

映像撮影を知り尽くしたMテクが魅せる映像

株式会社Mテク
〒113-0034 東京都文京区湯島2-1-15  
TEL:03-6860-3140

〒533-0005大阪市東淀川区瑞光4-7-14
TEL 06-6815-8768  FAX 06-6815-8769

（11期）太田 公夫 
株式会社ファルマケア代表取締役

ロイヤルツインホテル 京都八条口

ROYAL TWIN HOTEL
KYOTO

HP Instagram

075-681-5678
https://www.rthk.jp/

TEL

JR 京都駅 八条西口より 徒歩2分

(株)ユニティー・ワン 副社長 王本福美(旧姓 平康) 11期

協賛広告
お問合せは…江風会事務局　Fax.06(7176)8040又は、ホームページのお問合せから
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ゆうちょ銀行をご利用の方 同封の振込用紙にてお振込頂きますようお願いします。
銀行名　 ゆうちょ銀行　    金融機関コード     　9900　   店 番       099 
店名　　ゼロキュウキュウ　　預金項目　　当座　　口座番号 　0087985
カナ氏名　　 コウフウカイ

他行からゆうちょ銀行へお振込みの方

窓口からの振込は

https://payment.kofu-kai.com/WEBから会費の支払いができます

生徒会に寄付金をお届けしました!!

会報誌のお届けについて

年会費の納入にご協力ください！

① ② 

本年の会報誌も、約八千部の発行といたしました。配布先については、下記の基準で決定しております。

①直近4年間で1度以上会費を納入されている方全員※1  ②直近2年間に会報誌を送付していない方全員※2  ③同窓会を開催
した期や、会報誌内でご紹介した方と同期の卒業生  ④以下、8000に達するまで年会費納入率の高い期から順に追加

現在の会計事情で許されるギリギリの部数で約八千としておりますが、本来、会報誌は全会員にお届けするべきものだと考えて
おります。今後も会報誌を一人でも多くの会員にお届けできるよう、引き続きご支援をよろしくお願い申し上げます。

※1 新入会員は卒業時に入会金を頂戴しているため、卒業後4年以内の方は自動的に全員が対象となります
※2 会費納入の有無に関わらず3年に1度は必ずお届けする方針

皆様からの年会費が活動の力となっています。
卒業生の親睦と現役生の支援をますます進めていくためお力を貸してください！

江 風 会 予 算 は 次 のような 用 途 に使 わ れています

会報誌の発行会報誌の発行 ウェブサイトの運営ウェブサイトの運営 現役支援現役支援 イベント開催イベント開催 事務費用等事務費用等

①江風会ホームページのメニューから開くか、ま
たは左のQRコードを直接読み取って②に進ん
でください。

②専用ページの案内にしたがって決済を完了
してください。ご利用にはPayPalアカウント
が必要となります※。
※さらに簡単に決済できるシステムの採用を検討中です。

2024年2月29日に江風会広報の新地が母校を訪問し、生徒会への寄付金として3万円を
直接、生徒会長へ手渡しいたしました。現在、生徒会では文化祭の活性化や、中学生に向け
た映像での学校説明会資料の作成などに取り組んでいるそうです。会員の皆様のご助力の
おかげで、今年も生徒会への寄付ができたことを感謝いたします。
またこの日は67期生の卒業式予行であり、その中で卒業生に向けて江風会についての説明
の時間を設けてくれておりました。江風会の概要説明と活動への協力依頼、また新規会員と
なる卒業生の皆さんにしっかりPRをさせていただいたつもりです。67期生の皆様におきま
しても、これからどうぞよろしくお願い申し上げます。


